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研究成果の概要（和文）：本研究は新疆ウイグル自治区のウイグル人作曲家、ウメル・マーマットを主たるインフォー
マントとして、比較文化・文明の観点から中央・西アジア音楽研究に携わってきた研究代表者（龍村）が、トルコ(小
柴はるみ)、イラン（谷正人）、アラブ（屋山久美子）の音楽研究者と共に、トルコ語系民族のウイグルと他の中央・
西アジア地域の音楽との比較を行ったものである。今日の伝承におけるウイグルの「ムカーム」は、他の地域の伝統よ
りも固定性が強く、各ムカームが固有の旋法のみならず、固有のリズムと舞踊の様式を持っている。ムカームに基づく
一人の奏者の即興演奏も見られるが、音楽・舞踊の一体化した全体が一つのムカームの表現なのである。

研究成果の概要（英文）：This was a comparative study on the traditional music cultures in the Central and 
West Asian Countries, focused on thecCulture of Uyguhrs, a Turkish group of people living in the Shinjiang
 Autonomous Region in China. Ayako Tatsumura was the representative of this gourp and the main informant w
as Umer Mahmat, an Uyghur Composer. The study goup includes three members of the experts of the music cult
ures of Turkey(Harumi Koshiba), Iran(Masato Tani) and the Arabs(Kumiko Yayama). Compared with other Makam 
traditions,the Mukam of the Uyguhrs shows more fixibility, and each Mukam has not only the characteristica
l modes, but also the characteristical rhythm and dance. The improvisation based on the modes of the Mukam
 is possible. Further more, a unity of the music and dance is actually the whole of the expression of a Mu
kam.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景： 
 
本研究は、トルコ語系民族であるウイグル出身の作
曲家、ウメル・マーマット氏（現在、新疆芸術学院
音楽学部准教授）が、研究代表者の龍村の指導のも
とに博士論文を書いたことをきっかけに、以前より
比較文化・文明の観点から中央アジア・西アジア研
究にも携わってきた研究代表者が、アラブ（屋山久
美子・ヘブライ大学日本語非常勤講師）、イラン（谷
正人・神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 准教
授）、トルコ(小柴はるみ・東海大学名誉教授)のそれ
ぞれの地域の音楽研究者を連携研究者及び研究協力
者として迎え、これらの地域の伝統音楽の比較研究
を意図したものであった。また本研究は、2008 年か
ら 2010 年にかけて科学研究費基盤研究Ｃの援助を
受けて行った「中央・西アジア音楽文化の比較研究
―ウイグルの＜ムカーム＞を中心に」の直接的な継
続として企図したものでもあった。 
 
２． 研究の目的： 
 
(1)イラン、トルコ、アラブの文化に共通しているの
は、それぞれの文化において、伝統的に伝えられて
きた旋法とリズムの体系があり、その伝統に基づい
て、人々が即興的に奏者独自の演奏を繰り広げる、
という在り方である。トルコやアラブではこの基本
となる旋法を「マカーム」と呼び、イランでは「ダ
ストガー」、そしてウイグルでは「ムカーム」と呼ぶ。
筆者が以前から研究の対象として親しんできたイラ
ンの伝統では、ダストガーに基づく個人の演奏家の
即興演奏が重んじられ、神秘主義の影響を受けた古
典詩に基づく歌唱が有名である。今回の研究の主な
目的は、トルコ語系民族であり、また中華人民共和
国という漢民族が支配的な国家に居住するウイグル
人のムカーム演奏の実態が、上記の他の地域の音楽
と比べてどのような特色を持っているか、というこ
とを明らかにすることにあった。 
 
(2)ウイグルがトルコ語系民族であることは、私たち
研究者は知っていても、ウイグルの一般の人々は意
識していないのが普通である。また中華人民共和国
にあってウイグルの人々は、自分たちの存在そのも
の、さらには自分たちの文化、音楽が、非常に特殊
なものだというように感じている。ウイグルの人々
にとって音楽表現とはどういう意味を持っているの
か、という点について、ある程度明確にしたいとい
うのがこの研究の更なる目的であった。研究代表者
の龍村はすでに 2009 年に、「中央・西アジア音楽文
化の比較研究に向けてーウイグルの伝統を中心に」
という論文を民族芸術学会の機関誌『民族藝術』
vol.15 に発表しており、ウイグルの文化と音楽に関
する概要については把握しているので、今回の研究
についてはさらに、彼らの伝統が他の中央・西アジ
アの音楽文化と比べてどういう特色があるのか、ま
た彼らが中国の新疆地域で生活しているということ
と、彼らの舞踊や音楽の実態との間にはどのような
関係、意味内容があるのか、というようなことにつ
いても研究を行いたいと考えた。 

３． 研究の方法： 
 

今回の研究の中心となったのは、2012 年 9月 12 日
から 22 日まで、研究グループの全員で行った新疆ウ
イグル自治区におけるフィールド調査であった。ウ
ルムチ、トルファン、ピチャンの各地を訪問し、新
疆各地に存在する伝統音楽の実態、楽器店などの在
り様、新疆芸術民族楽団、新疆ムカーム芸術団、新
疆芸術学院等の訪問により、実際に行われている音
楽・舞踊の演奏の実態の調査と映像収録、また音楽・
舞踊の教育の実態調査を行った。以下が収録した主
な楽曲である。 
(1) 新疆民族楽団 

・ウッシャク・ムカームの〈テーゼ〉 
・《モダン・ハヌム》《カシュガイ》 

(2) 新疆ムカーム芸術団 
・ウシャック・ムカーム、チャビヤット・ムカ
ーム 

(3) 新疆芸術学院 
・チャビヤット・ムカーム、ウシャック・ムカ
ーム 
・ハミ、アトシュ、カシュガル、トルファンな
どの民謡 
・ギジェクやレワプなど弦楽器の独奏、 
・ネイ(葦笛)の独奏、 
・チャビヤット・ムカームの合奏など 

(4) ピチャン・ローラン歌舞団 
・ウセック・ニムペデ(最初に演奏する曲) 
・イリの民謡 5曲  
・トルファン民謡 4曲 
・＜ワダリハ＞(楽曲名) 
 

また京都市立芸術大学においてその後、研究会を催
し、討論を行った。さらに比較研究の観点から、東
京在住のキルギスタンの音楽・舞踊の研究者を京都
市立芸術大学に招き、演奏と舞踊の公開研究発表会
を行った。最終年度の最後に研究代表者は、中華人
民共和国との比較において、台湾における少数民族
の音楽文化の実態と国家によるその扱われ方を知る
ために、台北における 3日間の調査を行った。 

 
４． 研究成果： 
(1) 2012 年 9 月の新疆ウイグル自治区のフィールド

調査により、この地域における音楽・舞踊の教
育の実態を知ることが出来た。新疆には、音楽
のみならず、舞踊を教える学校制度もあり、音
楽・舞踊の教育がこの地域では非常に重視され
ていることがうかがわれた。また今日ではこの
地方にしか見られない西アジア系の古いタイプ
の珍しい撥弦楽器（カールン）の演奏を収録す
る成果を得た。さらに研究会を実施することに
より、イラン、トルコ、アラブそれぞれの音楽
の特色とウイグルの音楽の特色との比較考察を
行うことが出来た。ウイグルの特色は、旋法の
体系が「十二ムカーム」という名称で固定され、
さらにそれぞれのムカームに、歌と舞踊の様式
が形成されているということである。この実態
は、ウイグル人の居住する地域が、いわゆるシ



ルクロード観光の重要拠点であることと少なか
らず関係があると考えられる。すなわち、音楽
や舞踊が、いにしえの「西域の舞」とその音楽
を連想させるような表現芸術として、この地の
観光の場で必要とされており、そこで披露され
る華やかな演舞が、また現実にウイグルの人々
にとっての重要な生活の糧となっている、とい
うことと大いに関係があると考えられる。 
 

図１ ウイグルの舞踊 
 

図２ ウイグルの楽器工房 
 

 

図３ アラブのウードの演奏 
 
 

(2) 今日、ウイグルの人々は、中華人民共和国政府
の「西部開発計画」による漢民族の西部への大

移動に伴い、自分たちが長年生活を営んできた
地での生活がおびやかされるのではないかとい
う、大きな不安を抱えている。ウイグル人のほ
とんどが敬虔なイスラーム教徒であるという事
実、また食生活や風習も漢民族とは異なるとい
う事実が、漢民族が中心となっている国家にお
ける少数民族としての彼らの生を生きづらいも
のとしていることは事実である。研究者として
はこうした事態にも大きな注意を払って行くべ
きである、ということが実感できた。 

図 4 羊を追うウイグルの少年 
 
 
(3) 研究者にとって、研究成果とは、論文を書き、

その成果を社会に還元することに他ならないと
研究代表者は考えている。現在、３年間の研究
成果に基づく論文集を作成中である。小柴、屋
山、谷、ウメルの各氏からはそれぞれすでに論
文の原稿を提出いただいた。研究代表者自身の
論文と合わせてできる限り早く出版したいと考
えている。研究代表者としては、できれば出版
のための助成金に応募して、この研究に一応の
区切りを付けたいと考えている。概要は以下の
とおりである。 
 

題名:『中央・西アジアの音の表現 ― アラブ・イ
ラン・トルコ・ウイグルの伝統を中心に』 

はじめに 
１） イスラーム文化圏の音文化の理解のために 

（龍村あや子） 
２） 2012 夏 新疆ウイグル調査の行動表と収録資

料(小柴はるみ)  
本論 
Ⅰ．イスラーム文化圏の音楽表現の多様性と類似性
―中華人民共和国の回族・ウイグル族から北アフ
リカのイスラーム文化圏まで（龍村あや子） 
概要：イスラームの優勢な文化は、中華人民共和

国の西安付近に居住する回族と、新疆ウイグ
ル自治区に居住するトルコ語系のウイグル族
の文化から、西は北アフリカの各地域にまで
広がっている。この研究グループにおいては、
ウイグル人のウメルル・マーマット(研究協力
者)を主たるインフォーマントとして、さらに
トルコの伝統音楽を長年研究している小柴は
るみ(研究協力者)、イラン古典音楽の研究・
演奏家である谷正人(連携研究者)、そしてヘ
ブライ大学で教えるアラブ音楽研究家の屋山



久美子(研究協力者)の 3 人の地域研究者を研
究協力者として加え、共同研究を行ってきた。 

Ⅱ．ウイグルの伝統における音、音楽、舞踊の現在
（ウメル・マーマット、龍村あや子）(原稿校正中) 
研究代表者の龍村はすでに 2009 年に、「中央・西

アジア音楽文化の比較研究に向けてーウイグルの伝
統を中心に」という論文を民族芸術学会の機関誌『民
族藝術』vol.15 に発表しており、ウイグルの文化と
音楽に関する概要については把握しているので、今
回の研究においてはさらに、彼らの伝統が他の中
央・西アジアの音楽文化と比べてどういう特色があ
るのか、また彼らが中国の新疆地域で生活している、
ということとの関連において、彼らの舞踊や音楽が
どのような意味があるのか、について考察した。2013
年度までの研究によって、筆者自身にとりわけ明確
となったと考えられることをまとめると以下のよう
になる。 
１） ウイグルの人々にとって、音楽や舞踊は単に自 
分たちのアイデンティティの表現としての文化であ
るばかりではなく、重要な観光資源でもあり、中華
人民共和国に属するこの地にあって、固有の文化を
保持し、主張しつつ生きてゆくための、重要な生活
の糧であり、「心のよすが」でもある。近年の中華人
民共和国政府の「西部大開発計画」により、漢民族
がこの地に次第に押し寄せるという現実の中にあっ
て、イスラームの信仰を持つトルコ語系のウイグル
の人々は、自分たちの生活と伝統が圧迫され、脅か
されるのではないかという危機意識を抱いている。 
 
２） ウイグル人は意識してはいないが、ウイグルの 
音楽文化は西アジアの伝統、とりわけトルコの伝統
と密接な関係がある。言語はむろんのこと、楽器の
種類などにも西アジアの伝統と共通するものが多い。 
 
３） ウイグル人の音楽行動は、彼らの強い民族意識 
と深く関係している。中華人民共和国において固有
の伝統を長く保持してきた少数民族としての自意識
が、彼らの強い音楽表現を維持させている。「民族の
アイデンティティの主張としての音楽・舞踊表現」
という在り方が非常に重要なものとして今日も確固
として存在しているのである。 
 
４） 他方で、さらにウイグルの音楽・舞踊の表現の 
在り方と切り離せないのは、「シルクロードの音楽舞
踊」という、この地に対して外側から求められるエ
ンターテインメントとしての要素である。伝統的な
音楽舞踊が、非常に質の高いものとして観光客にも
披露され、それは彼ら自身の誇りでもあると同時に、
重要な経済資源ともなっている。こうした観点から、
「観光と音楽」という観点からの更なる研究も可能
であると考えられる。以下は論文集の概要である 

  
Ⅲ．トルコとウイグルの伝統楽器と演奏表現 

―ドタールを中心に 
・ウメル・マーマット「ウイグル族の楽器ドッタ
ル(Duttar)とその演奏法について」(原稿受領済
み) 
・小柴はるみ「中央アジアの２弦の撥弦楽器考― 

ウイグル族のドタールを中心に」 
概要：以上２論文は、ウイグル人にとって最
も身近なドタールという楽器の構造と奏法
についての論稿 
(原稿受領済み) 
 

 Ⅳ．イラン伝統音楽の演奏の実践と表現法 
（谷 正人）(原稿受領済み) 

   概要：イランの主要な古典音楽の楽器、サン
トウールを中心に、即興演奏の在り方を考え
た論稿 

Ⅴ．中央・西アジアの音楽文化圏におけるマカー
ムの旋法原理と特徴 ―東アラブにおける「マ
カーム・ラースト」とウイグルの十二ムカー
ムの「ラック・ムカーム」の比較研究 

  (屋山 久美子) (原稿受領済み) 
  概要：アラブ音楽の研究者として、東アラブ

のマカームの演奏実践と、ウイグルを中心と
する中央・西アジアのマカーム、ムカームと
呼ばれる音楽の演奏実践を比較研究した論稿 

 
おわりにー中央・西アジア音楽の比較研究から見え

てくること（龍村）  
概要：中央・西アジアにおいては、それぞれの伝統

のなかで今日まで伝承されてきた、「マカーム」
(アラブ、トルコ)、「ムカーム」(ウイグル)
「ダストガー」（イラン）と呼ばれる旋法の体
系がある。音楽の中心にあるのは、伝統的な
旋法の中から、演奏の場にふさわしいと思わ
れる音階を選んで奏される、奏者の即興を含
む演奏の実践である。特に独奏の際には、転
調も行われることが多い。ウイグルの場合に
はこの旋法が、「十二ムカーム」として整理さ
れ、そのそれぞれの音楽を伴奏に、独特の舞
踊が演じられることもある。ムカーム演奏が
合奏として演じられることが多く、したがっ
てかなりの固定性があること、舞踊を伴う合
奏としても演じられることは、中央・西アジ
ア文化圏におけるウイグル文化の特色とも言
える。この特色は、観光の場で演じられるこ
との多いウイグルの音楽舞踊の在り方と結び
ついていると考えられる。 
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